














用した演習授業は，いずれも 1 クラス 40 名程度を対象としたものであった．40 名程度収容




平成 16 年度    














    














    








センター員となった平成 16 年 4 月当時，センターには技術スタッフは常駐しておらず，
蘆田センター長のもと庶務課専門職事務情報化担当（現 情報サービス係）を中心としたセ
ンタースタッフで運営していた．平成 16 年度から平成 17 年度にかけて，センターは変化
の時期であった．次の 3 つは特徴的である． 
 
① 教育用電子計算機システムの更新 




の CAD 実習教育や情報処理教育充実の流れもあり，平成 16 年度末の更新作業とともに，第
1 演習室，第 2 演習室，第 3 演習室に加え，環境都市工学科棟 3階に第 4 演習室が設置され，
教育用端末が拡充された．表 1 にも見られるように，第 4 演習室は平成 17 年度より利用可
能となった． 




常駐化が大きい．内藤氏が平成 16 年 9 月より，清水氏が平成 18 年 4 月よりセンター常駐
となった．センター利用や計算機周辺の技術相談において，両スタッフに助けられた教職
員や学生は少なくないでしょう．  
 
総合情報処理センターの業務は，おもてに現れない裏方の仕事が多い．今日も，何も意
識せずいつも通りメール送受信やサイト検索等のネットワーク利用ができている．また,セ
ンターを利用した授業も，ハード面で大きなトラブルも無く実施できている．裏方業務担
当者への感謝を忘れないでいたいものである． 
 
私事ではあるが，一先ずセンター員の任を離れるにあたり，多くのセンター関係者に様々
な面で勉強させていただいたことについて，感謝いたします．特に，蘆田センター長およ
び平井副センター長には，センター業務のみでなく，コンピュータ科学入門の授業担当者
としても，多くのご助力と指導をしていただきました．今後，総合情報処理センターがさ
らに発展することを祈念しております． 
 
